余儀なく 毎日の やうに 病院へ 足 を 向けた。 

初めのう ち は 寧ろ 病院へ 行く のが 珍ら しく もあった。 

厳めしい 石 門 を 潜って だらしなく 迷 ひ 込む 瞬間から、 

私 も 一 人の 白痴の やうに ドン ヨリして しま ふ 精神状態 

が 気に入ったり、 それに 私 は、 その 頃 辰 夫の ほかに 全 

く 友達 を 持たなかった ので 退屈 を 持 余して ゐ たから。 

それに 又 全快し 乍ら 狂人で 暮す 此の 秀才の 物語る とこ 

ろが、 その 奇怪な 心境 を 通して 眺められた 此の 病院の 

様々 な 風 変り な 出来事 や、 それに 対する 鋭い そして 奇 

妙な 彼の 観察 や 批評 等、 全てが 興味深 いもので、 いは y 

私 は 全く 打算的に、 面白 づ くで 此の 病院へ 日参して ゐ 



と 黄色い 顔に 歴々 と 冷笑 を泛 ベて、 ひどく 私 を 軽蔑 

する のであった。 そして、 「気 狂 ひの くせに バタが 欲 

しいなん て 斯んな 僭越な 奴が あるで せう か、 ねえ 貴方 

…… 」 ひどく 馴れ馴れしく 斯う 言 ひ 乍ら、 遂ひ私 を も 

同腹 一 味の 徒党に して 頻りに 辰 夫の 悪口 を 私と 共に 語 

りたい とする のであった。 彼奴 は 発狂の 当初 妾 を 殺 

さう としたと か、 今度 彼奴が 娑婆へ 出たら 本当にし め 

殺されて 了 ふ 等と ゾ ッ と 顫え 乍ら、 又 急に 私の 顔を眺 

めて ニヤ/ \ と 冷笑 を 送ったり する。 私 は 仕方がない 

ので、 「どうもお 気の毒です」 とか、 「ごもっともです」 

と 至極 丁重に お辞儀 をして、 その 日 は それなり 帰る の 



あつたが、 さなが ら魚 の やうに 機嫌よ く 街 を 泳 いで 埃 

を 浴びて ゐた。 そして 私 は先づ 門口に 立って 店に ゐる 

老婦 人 を 見出す と、 極めて 愛想よ く ニヤ/ \ し 乍ら、 

其の 日の 天候に 就て 腹蔵ない 意見 を 述べ てゐ るので あ 

つた。 そして 老婆の 悪口と 冷笑 を 一 くさり 見聞す ると、 

私 は 丁寧に 一 礼して、 心 愉しい 人の やうに 帰り はぢめ 

るので あった。 

斯の 状態が 右と 左に 長く 並行して、 併し 病院の 一 時 

間 は 愈々 堪え難い ものに なった。 私達の 神経 は 次第に 

もつれ はぢ めて ゐた。 

辰 夫 は 何事に も 諦めよ く 深く 自ら を 卑下して ゐ たが、 



た。 彼 ほどの 冷静な かつ 聡明な 人に して 全く 可笑しな 

話で あるが、 そこで 彼 は 自分の 恥づべ き 空想が 私に 見 

破られた こと を 焦慮して、 今度 は 頻りに 自分の 母 は 何 

物に も 増して 自分 を 愛して ゐる こと を 私に 信じさせ、 

説服し やうと する のであった。 檻の 中の 辰 夫の 望みが 

如何に 謙虚な もので あつたか、 今 私 は 胆に銘 じて 記憶 

して ゐる。 それ にも拘らず、 その 頃 私 は 愚かであった _ 

(今 も —— ) 

扨て 辰 夫 は 次第に 苛々 して、 遂に は 私が 如何にも 辰 

夫の 母親 を 誤解し、 母親 は 辰 夫 を 愛して ゐ るに も拘ら 

ず 私 は 愚鈍で 其れ を 見破る よすが もない、 とい ふ 意味 
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